
見て、触れて、学べる
トリックアート美術館

横浜トリック
アートクルーズ

航
海
と
冒
険
テ
ー
マ
に

「
み
な
と
み
ら
い
」に
オ
ー
プ
ン

東
京
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
迷
宮
館
　

展
示
が
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

京都　東映太秦映画村

見
る
・
学
ぶ
・
作
る
・
参
加
す
る

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人
気

九
州
に
再
び
教
育
旅
行
を

「
ふ
っ
こ
う
セ
ミ
ナ
ー
」開
催
九州観光
推進機構

熊
本
、阿
蘇
以
外
は
回
復

長　野　県

来
校
数
は

％
増
加

学
習
旅
行
実
態
調
査
ま
と
め

（１５） 第２８８６号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）４月１日（土曜日）

　
日
本
発
祥
の
参
加
型
・
体
験
型
ア
ー
ト
で
あ
る
〝
ト
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
〟
。
平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
見
る
角

度
に
よ
り
違
う
雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
と
錯
覚
を
体
験

で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
作
品
と
写
真
を
撮
る
こ
と
で
生

徒
の
自
由
な
発
想
を
引
き
出
す
効
果
も
あ
り
、
「
楽
し
み

な
が
ら
美
術
や
心
理
学
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
」
と
中
学

・
高
校
の
修
学
旅
行
で
は
注
目
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
中
心
施

設
で
あ
る
東
京
都
お
台
場
の
施
設
が
こ
の
４
月
に
拡
張
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
。
ま
た
昨
年
は
「
航
海

と
冒
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
し
い
美
術
館
が
神
奈
川
県

横
浜
市
の
み
な
と
み
ら
い
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

おみこしわっしょい

背
が
高
い
の
は
ど
っ
ち
？

跳び出す鳥獣戯画

　
東
京
・
お
台
場
に
あ
る

「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー
マ

に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
や
人
気
作
を
展
示
す
る

体
験
型
の
美
術
館
。
東
京
屈

指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
台

場
の
中
心
（
デ
ッ
ク
ス
東
京

ビ
ー
チ
）
に
あ
り
、
多
く
の

一
般
客
や
修
学
旅
行
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
今
年
４
月
７
日
、
美
術
館

は
移
設
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
す
る
。
場
所
は
同
じ

デ
ッ
ク
ス
東
京
ビ
ー
チ
４
階

の
「
ア
イ
ラ
ン
ド
モ
ー
ル
」

か
ら
「
シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル

（
お
台
場
一
丁
目
商
店
街
）」

へ
。
面
積
が

坪
か
ら
１
１

３
坪
へ
と
拡
大
す
る
ほ
か
、

展
示
作
品
数
が

作
品
か
ら


作
品
へ
と
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
す
る
。

　
テ
ー
マ
で
あ
る
「
江
戸
」

は
そ
の
ま
ま
に
、
「
華
や
か

な
江
戸
の
彩
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
鮮
や
か
な
色
調
の

館
内
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　
入
り
口
の「
江
戸
エ
リ
ア
」

は
、
に
ぎ
や
か
な
江
戸
の
町

を
イ
メ
ー
ジ
。
花
魁
（
お
い

ら
ん
）
道
中
や
お
み
こ
し
な

ど
の
色
彩
豊
か
な
作
品
を
そ

ろ
え
る
ほ
か
、
相
撲
部
屋
、

大
八
車
と
い
っ
た
親
し
み
や

す
い
モ
チ
ー
フ
の
作
品
も
多

数
配
置
す
る
。

　
「
愉
快
な
忍
者
と
お
化
け

エ
リ
ア
」
で
は
、
忍
者
や
日

本
の
お
化
け
た
ち
が
来
場
者

を
迎
え
る
。
館
内
に
は
隠
し

扉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
リ

ッ
ク
も
仕
掛
け
ら
れ
て
い

る
。

　
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
名
作

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、
過
去
の

名
作
か
ら
最
新
作
ま
で
、
人

気
作
品
を
集
め
て
展
示
。

　
「
脳
ト
レ
コ
ー
ナ
ー
」
に

は
、
ク
イ
ズ
作
品
や
、
人
気

の
隠
し
絵
を
展
示
し
て
お

り
、
遊
ぶ
感
覚
で
錯
覚
の
不

思
議
を
体
験
で
き
る
。

　
館
内
の
作
品
は
す
べ
て
手

書
き
で
描
か
れ
て
お
り
、
見

て
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
美

術
の
学
習
素
材
と
し
て
も
利

用
で
き
る
と
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
絵
画
の
技
術
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の

想
像
力
を
駆
使
し
て
ポ
ー
ズ

を
取
り
、
写
真
作
品
を
作
れ

る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
だ
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
新
作
に

入
れ
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
よ

り
新
し
い
発
見
や
楽
し
み
を

見
つ
け
出
せ
る
と
い
う
。
情

感
豊
か
な
子
供
た
ち
の
学
習

の
場
と
記
念
撮
影
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
さ
ら
に
人
気
の

施
設
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
▽
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
は
、
東
京
都
港
区
台

場
１
の
６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス

東
京
ビ
ー
チ
シ
ー
サ
イ
ド
モ

ー
ル
４
階
。
☎
０
３
（
３
５

９
９
）
５
１
９
１
。
不
定
休

で
、
午
前

時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
営
業
。
入
場
料
大
人

千
円
、
中
学
生
以
下
６
０
０

円
。

お手軽時代劇扮装

刀でＧＯ‼ 映画村さくらまつり

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都
市

右
京
区
）
で
は
、
修
学
旅
行
生

に
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人

気
。
体
験
学
習
は
修
学
旅
行
に

必
須
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
お

り
、
映
画
村
で
は
、「
見
る
・
学

ぶ
・
作
る
・
参
加
す
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
京
扇
子
、
京
う
ち
わ

の
手
描
き
体
験
の
ほ
か
、
清
水

焼
絵
付
け
体
験
な
ど
が
あ
る
。

　
班
別
研
修
用
に
は
、
少
人
数

用
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
映
画

村
な
ら
で
は
の
「
お
手
軽
時
代

劇
扮
装
」
が
あ
る
。
メ
イ
ク
、

か
つ
ら
を
省
い
て
着
物
の
着
付

け
の
み
の
お
手
軽
プ
ラ
ン
。
短

時
間
で
変
身
し
、
映
画
村
の
江

戸
の
町
を
散
策
で
き
る
。

　
村
内
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
新

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次
々
と
登

場
し
て
い
る
。
時
代
劇
や
忍
者

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
充
実

し
た
。

　
３
月

日
に
新
登
場
し
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン「
刀
で
Ｇ
Ｏ
‼
」

は
、
刀
を
持
っ
て
挑
戦
す
る
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
。
「
丸
太
橋
わ
た

り
」「
鳴
子
く
ぐ
り
」「
床
下
ひ
そ

み
」「
大
屋
根
く
だ
り
」
な
ど
の

忍
者
修
行
が
体
験
で
き
る
。
随

所
に
現
れ
る
木
の
人
形
を
倒

し
、
最
後
は
四
方
か
ら
舞
い
降

り
る
無
数
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
斬

る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
で
は
な
く
実

際
に
的
に
刀
を
当
て
な
が
ら
進

む
の
で
、
今
ま
で
に
な
い
充
実

感
と
爽
快
感
が
味
わ
え
る
。

　「
レ
ー
ザ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
　

脱

出
の
城
」は
、武
将
・
織
田
信
長

が
支
配
す
る
架
空
の
魔
城
か
ら

八
つ
の
罠
を
突
破
し
て
脱
出
す

る
体
験
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

城
の
中
は
一
本
橋
や
ス
ラ
イ
ダ

ー
な
ど
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

で
演
出
さ
れ
る
不
思
議
な
空
間

な
ど
の
仕
掛
け
が
あ
る
。

　
「
立
体
迷
路
　
忍
者
の
砦
」

は
、
高
さ

㍍
、
３
階
建
て
２

４
０
ブ
ロ
ッ
ク
の
屋
内
型
立
体

迷
路
で
日
本
初
登
場
。
屋
内
の

特
性
を
生
か
し
、
迷
路
の
中
に

は
岩
落
と
し
、
つ
り
天
井
な
ど

忍
者
の
仕
掛
け
た
ギ
ミ
ッ
ク
や

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
楽
し
め
る
。

　「
か
ら
く
り
忍
者
屋
敷
」は
、

「
ど
ん
で
ん
返
し
」
や
「
隠
し

通
路
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
か

ら
く
り
を
利
用
し
て
忍
者
屋
敷

の
出
口
を
目
指
す
。

　
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
も
シ

ー
ズ
ン
ご
と
に
開
催
。
４
月
９

日
ま
で
は
「
映
画
村
さ
く
ら
ま

つ
り
」
を
開
催
。
京
都
の
食
材

を
使
用
し
た
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト

「
京
都
め
し
」
を
は
じ
め
、
桜

に
ち
な
ん
だ
「
桜
お
い
ら
ん
道

中
」
や
新
選
組
が
大
立
ち
回
り

を
演
じ
る
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
桜
の

陣
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
村
内
に
咲
く
桜
の

下
、
花
見
も
楽
し
め
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、
申

し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
東
映
太
秦
映

画
村
（
☎
０
７
５
・
８
６
４
・

７
７
１
６
）
ま
で
。

　
「
横
浜
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

ク
ル
ー
ズ
」
が
昨
年
９
月


日
、
横
浜
市
の
み
な
と
み
ら

い
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

栃
木
県
で
「
那
須
と
り
っ
く

あ
ー
と
ぴ
あ
」
を
運
営
す
る

エ
ス
・
デ
ー
が
手
掛
け
る
、

首
都
圏
で
は
東
京
・
お
台
場

に
続
く
２
軒
目
の
美
術
館
。

港
町
横
浜
に
ち
な
み
、
海
の

航
海
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設

定
。
海
の
生
き
も
の
を
メ
イ

ン
に

作
品
を
展
示
し
て
い

る
。

　
館
内
は
「
出
航
ゾ
ー
ン
」

「
冒
険
ゾ
ー
ン
」
「
奇
妙
な

船
底
ゾ
ー
ン
」
「
ト
レ
ジ
ャ

ー
ゾ
ー
ン
」
の
四
つ
の
ゾ
ー

ン
で
構
成
。
そ
れ
ぞ
れ
錯
覚

の
不
思
議
な
世
界
を
楽
し
め

る
。
サ
メ
に
食
べ
ら
れ
そ
う

に
な
っ
た
り
、
身
長
が
変
わ

っ
て
見
え
た
り
す
る
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
場
面
の
写
真
を

撮
れ
る
。
作
品
は
撮
影
の
ほ

か
自
由
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
魅
力
だ
。

　
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
中
華

街
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
な
ど
と
合
わ
せ

て
、
横
浜
・
み
な
と
み
ら
い

地
区
の
修
旅
自
由
行
動
に
適

し
た
見
学
地
と
い
え
る
。

　
エ
ス
・
デ
ー
は
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
の
創
始
者
、
故
剣
重

和
宗
氏
の
遺
志
を
受
け
継

ぎ
、
「
多
く
の
人
々
に
芸
術

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、豊
か
な
心
を
育
成
す
る
」

こ
と
を
社
是
に
、
展
示
会
の

開
催
な
ど
国
内
外
で
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　
▽
横
浜
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

ク
ル
ー
ズ
は
、
神
奈
川
県
横

浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
２

の
２
の
１
、
横
浜
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
プ
ラ
ザ
４
階
。
☎
０
４

５
（
２
６
４
）
９
２
４
０
。

不
定
休
で
、
午
前

時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
営
業
。
入
場

料
大
人
７
０
０
円
、
中
学
生

以
下
５
０
０
円
。

　
２
０
１
６
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
か
ら
の
風
評
被
害
の
払
拭
や
九
州
向
け
の

修
学
旅
行
の
早
期
回
復
を
目
指
す
「
九
州
教
育
旅
行
ふ
っ
こ
う
セ
ミ
ナ
ー
」
が
２
月


日
、
熊
本
県
阿
蘇
市
の
阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
九
州
の
観
光
関
係
者
が

関
東
、
中
部
、
関
西
、
中
四
国
地
区
の
旅
行
会
社
の
教
育
旅
行
担
当
者
に
、
熊
本
の
現

在
の
復
興
状
況
や
九
州
地
方
の
観
光
施
設
、食
、体
験
学
習
プ
ラ
ン
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

九
州
観
光
推
進
機
構
が
主
催
。
観
光
関
係
者
、
旅
行
会
社
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
約

１
４
０
人
が
参
加
し
た
。

地
震
の
傷
跡
が
残
る
熊
本
城

　
第
１
部
の
セ
ミ
ナ
ー
の
冒

頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
し
た
九
州
観
光
推
進

機
構
の

橋
誠
専
務
理
事
は

「
熊
本
地
震
で
九
州
地
区
の

修
学
旅
行
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。

地
震
後
の
支
援
に
は
感
謝
し

て
い
る
」
と
述
べ
、
「
九
州

は
安
全
だ
と
継
続
し
て
発
信

し
て
い
る
が
、
風
評
被
害
の

影
響
が
い
ま
だ
に
あ
る
。
旅

行
会
社
の
人
に
実
際
に
見
て

も
ら
い
、
九
州
が
回
復
し
て

い
る
こ
と
を
学
校
関
係
者
に

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
強
く
訴

え
た
。

　
続
い
て
、
熊
本
県
観
光
連

盟
の
河
野
靖
専
務
理
事
が

「
熊
本
地
震
後
の
復
旧
情
報

の
発
信
や
熊
本
ふ
っ
こ
う
割

の
実
施
で
一
般
の
観
光
客
は

戻
っ
た
が
、
修
学
旅
行
に
つ

い
て
は
数
校
が
訪
れ
る
だ
け

で
戻
っ
て
い
な
い
。
阿
蘇
以

外
の
多
く
は
通
常
通
り
に
営

業
し
、
ア
ク
セ
ス
も
改
善
し

て
い
る
。
被
災
地
は
復
興
途

上
だ
が
、
九
州
を
学
び
の
場

と
し
て
復
興
ツ
ア
ー
を
組
み

盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
語

っ
た
。

　
ま
た
、
九
州
の
教
育
旅
行

の
現
状
に
つ
い
て
、
「
地
域

活
性
化
伝
道
師
」
と
し
て
活

動
し
て
い
る
内
閣
官
房
地
方

創
生
推
進
事
務
局
の
伊
原
和

彦
氏
が
「
九
州
の
修
学
旅
行

の
回
復
率
は
、
風
評
被
害
の

影
響
が
あ
り
、
地
震
前
の
約


％
と
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
熊
本
は
阿
蘇
以
外
は
回

復
し
て
お
り
、
地
震
の
影
響

は
な
い
。
旅
行
会
社
の
皆
さ

ん
は
、
目
で
見
て
感
じ
た
熊

本
の
現
状
を
持
ち
帰
っ
て
セ

ー
ル
ス
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
理
解
を
求
め
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
熊
本
県
観
光

連
盟
か
ら
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体

験
学
習
や
「
水
俣
病
」
で
学

ぶ
環
境
学
習
、
有
明
海
で
漁

業
体
験
な
ど
熊
本
県
の
最
新

の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
紹
介
、
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

大
社
中
学
校
（
兵
庫
県
西
宮

市
）
の
白
井
弘
一
校
長
が
熊

本
地
震
か
ら
１
カ
月
後
に
長

崎
に
修
学
旅
行
を
実
施
し
た

事
例
を
発
表
し
た
。

　
第
２
部
の
相
談
会
で
は
各

県
の
教
育
旅
行
担
当
者
が
県

ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
旅

行
会
社
の
担
当
者
に
学
習
、

受
け
入
れ
施
設
な
ど
の
素
材

を
売
り
込
ん
だ
。

　
第
３
部
の
意
見
交
換
会
で

は
、
阿
蘇
の
現
状
を
阿
蘇
市

の
佐
藤
義
興
市
長
が
「
地
震

以
前
、
阿
蘇
は
例
年
約
５
万

人
も
の
学
生
を
迎
え
て
、
学

ん
で
も
ら
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
地
震
で
交
通
網
が
遮
断

さ
れ
て
受
け
入
れ
が
厳
し
い

状
況
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

な
か
、
阿
蘇
の
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
が
引
き
下
げ
ら
れ
希
望

が
見
え
て
き
た
。
再
び
学
生

を
阿
蘇
の
大
地
に
呼
び
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
会
場
と

な
っ
た
阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

の
稲
吉
淳
一
社
長
は
「
現
状

は
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
ま

だ
先
は
見
え
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
が
、
地
域
、
九
州
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
修
学

旅
行
を
戻
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
阿
蘇
に
訪
れ
る
修
学
旅
行

生
は
、
地
震
後
は
１
千
人
弱

と
激
減
し
て
い
る
。
熊
本
県

で
は
、
地
震
現
場
や
写
真
、

映
像
を
残
し
被
災
地
を
伝
え

る
震
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

や
防
災
教
育
の
発
信
な
ど
を

今
後
行
う
予
定
。
地
域
と
連

携
し
修
学
旅
行
を
地
震
前
の

水
準
ま
で
戻
す
こ
と
を
目
指

す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

旅
行
会
社
の
教
育
旅
行
担
当

者
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
前

に
草
千
里
や
阿
蘇
火
山
博
物

館
な
ど
阿
蘇
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
視
察
し
、
阿
蘇
の
被
害

状
況
や
現
状
を
確
認
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
翌
日
か
ら
は
、

熊
本
市
内
や
鹿
児
島
、
長
崎

の
観
光
施
設
な
ど
を
視
察
し

た
。

　
長
野
県
は
、
２
０
１
５
年

度
の
学
習
旅
行
実
態
調
査
の

結
果
を
ま
と
め
、発
表
し
た
。

県
外
か
ら
の
学
習
旅
行
の
来

訪
学
校
数
お
よ
び
延
べ
児
童

・
生
徒
数
は
前
年
度
比

・

４
％
増
の
４
３
７
８
校
、
８

・
３
％
増
の

万
１
８
７
６

人
と
な
っ
た
。

　
宿
泊
地
別
延
べ
児
童
・
生

徒
数
の
合
計
で
は
「
菅
平
高

原
」
が
１
位
。
２
位
が
「
志

賀
高
原
・
北
志
賀
高
原
」
だ

っ
た
。

　
学
校
の
所
在
地
別
で
は

「
東
京
都
」
が
ト
ッ
プ
。
目

的
別
延
べ
児
童
・
生
徒
数
で

は
「
ス
キ
ー
」
「
体
験
・
見

学
」
「
ス
キ
ー
以
外
の
ス
ポ

ー
ツ
」の
順
と
な
っ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
約
１
４
０
人
が
参
加

相
談
会
で
素
材
を
売
り
込
む
各
県
の
教
育

旅
行
担
当
者

http://edu.knt.co.jp/

